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特定廃棄物埋立処分施設の
環境モニタリング調査結果

（令和６年度）
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凡 例

環境モニタリング調査の場所

埋立処分施設のモニタリング場所
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空間線量率

敷地境界の調査地点
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敷地境界の調査結果 ・令和６年度の調査結果は、いずれの地点も、ほぼ横ばいの傾向
で推移した。

測定器の交換
(10/10)

降水量

測定器の交換
(5/16)
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空間線量率

撮影日：令和6年5月2日

参考資料1 p.3,4

埋立地周囲の調査地点
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埋立地周囲の調査結果 ・令和６年度の調査結果は、いずれの地点も、ほぼ横ばい傾向で
推移した。

測定器の交換
(5/16)

測定器の交換
(10/10)
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B

C

D

調査地点

施設の場内等における大気（大気浮遊じん）中の放射能濃度（Cs-134,Cs-137）

調査地点

参考資料1 p.7,8
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参考資料1 p.33

施設場内等の大気中放射能濃度

・令和６年度の調査結果は、いずれの地点も全てNDであった。
・調査開始（平成29年度）以降の調査結果は、いずれの地点も全てNDである。

施設の場内等における大気（大気浮遊じん）中の放射能濃度（Cs-134,Cs-137）

参考資料1 p.9
調査結果

（注）ND：5mBq/m3未満
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特定廃棄物
埋立処分施設

モニタリング
フィールド

A

B

C

D

3

1

2

搬入道路沿道における大気（大気浮遊じん）中の放射能濃度（Cs-134,Cs-137）

参考資料1 p.10

調査地点

生活ごみ(不燃物)の搬入道路
（令和６年度以降）

特定廃棄物の搬入道路

調査地点
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搬入道路③

ND

搬入道路沿道における大気（大気浮遊じん）中の放射能濃度（Cs-134,Cs-137）

・令和６年度の調査結果は、いずれの地点も全てNDであった。

搬入道路沿道の大気中放射能濃度

参考資料1 p.11
調査結果

（注）ND：5mBq/m3未満
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植物（松葉）中の放射能濃度（Cs-134,Cs-137）

2 西門西側

参考資料1 p.36,37

3

2

展望台付近

管理棟南側

西門西側

1

調査地点

調査地点

3 管理棟南側

1 展望台付近

試料採取(撮影)日：令和6年6月25日
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2 西門西側

3 管理棟南側

廃棄物受入後

植物（松葉）中の放射能濃度（Cs-134,Cs-137） 参考資料1 p.37

植物(松葉)中の放射能濃度

調査結果 ・地点①は、概ね経年的に減少し、令和3年以降はほぼ横ばいの傾向で推移して
いる。

・地点②,地点③は、ほぼ横ばいの傾向で推移している。

ND
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河川水の放射能濃度（Cs-134,Cs-137）

特定廃棄物
埋立処分施設

1
2

3 4

5
6

7
8

調査地点

比較対照地点

参考資料1 p.38,39

モニタリング
フィールト゛

紅葉川

（注）地点⑥は、調査地点及びその周辺の工事により、令和2年5月～令和3年5月の調査を一時中止し、
令和3年8月から調査を再開した。

調査地点
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ND

河川水の放射能濃度（Cs-134,Cs-137） 参考資料1 p.44,45

河川水の放射能濃度廃棄物受入後

（注）ND：1Bq/L未満
地点⑥は、調査地点及びその周辺の工事により、令和2年5月～令和3年5月の調査を一時中止し、
令和3年8月から調査を再開した。

・令和6年度の調査結果は、いずれの地点も全てNDであった。
・調査開始以降の調査結果は、いずれの地点も全てNDである。

調査結果
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度
（m

g/
L
）

放流水 地点① 地点② 地点③ 地点④ 地点⑤ 地点⑥ 地点⑦ 地点⑧

河川水のふっ素・ほう素濃度

環境基準（0.8 mg/L以下）

定量下限値（0.08 mg/L）

参考資料1 p.40～43

環境基準（1 mg/L以下）

定量下限値（0.02mg/L）

廃棄物受入後

ふっ素

廃棄物受入後

ほう素

（注）地点⑥は、調査地点及びその周辺の工事により、令和2年5月～令和3年5月の調査を一時中止し、令和3年8月から調査を再開した。

・令和6年度の調査結果では、ふっ素・ほう素ともに環境基準の超過はなかった。
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河川底質の放射能濃度（Cs-134,Cs-137）

特定廃棄物
埋立処分施設

1
2

3 4

5
6

7
8

調査地点

比較対照地点

参考資料1 p.38

モニタリング
フィールト゛

（注）地点⑥は、調査地点及びその周辺の工事により、令和2年5月～令和3年5月の調査を一時中止し、
令和3年8月から調査を再開した。

調査地点

紅葉川
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ND

河川底質の放射能濃度（Cs-134,Cs-137） 参考資料1 p.46,47

河川底質の放射能濃度廃棄物受入後

（注）地点⑥は、調査地点及びその周辺の工事により、令和2年5月～令和3年5月の調査を一時中止し、令和3年8月から調査を再開した。
地点①は、山間にあり、降雨によって周囲の土砂等が流れ込みやすく、降雨の影響による変動が大きい。
※1：地点⑤の試料採取場所付近に流木があり、淀みを生じていた。

調査結果 ・令和6年度の調査結果は、概ね過去の値の変動範囲内であった。
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（注）1）地点③は、平成30年度に旧･地点③(河川水調査地点付近)から地点③-1～③-3(モニタリングフィールド)に変更した。
2）地点⑥は、調査地点及びその周辺の工事により、令和2年度の調査を一時中止し、令和3年度調査から

調査地点を紅葉川右岸に移動して再開した。

表土中の放射能濃度（Cs-134,Cs-137）

特定廃棄物
埋立処分施設

1
2

4

5
6

8

調査地点

参考資料1 p.48,49

モニタリング
フィールド

調査地点(周辺環境)

四十八社山神社

八幡神社

7

調査地点旧③

③-1
③-2

③-3

変更

旧③

③-1 ③-3

紅葉川
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旧･地点③

地点③-1

地点③-2
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地点④

地点⑤

地点⑥

地点⑦

地点⑧

四十八社山神社

八幡神社

ND

表土中の放射能濃度（Cs-134,Cs-137） 参考資料1 p.50

（注）1）地点③は、平成30年度に旧･地点③(河川水調査地点付近)から地点③-1～地点③-3(モニタリングフィールド)に変更した。
2）地点⑥は、調査地点及びその周辺の工事により、令和2年度の調査を一時中止し、令和3年度調査から

調査地点を紅葉川右岸に移動して再開した。

廃棄物受入後

表土中の放射能濃度（周辺環境）

調査結果(周辺環境) •令和6年度の調査結果は、概ね過去の値の変動範囲内であった。
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表土中の放射能濃度（Cs-134,Cs-137） 参考資料1 p.51,52

調査地点(搬入道路沿道)

特定廃棄物
埋立処分施設

モニタリング
フィールド

調査地点

生活ごみ(不燃物)の搬入道路
（令和６年度以降）

特定廃棄物の搬入道路

調査地点③

調査地点⑤

調査地点②

調査地点①

調査地点④
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調査結果(搬入道路沿道)

表土中の放射能濃度（Cs-134,Cs-137） 参考資料1 p.52

廃棄物受入後

表土中の放射能濃度（搬入道路沿道）

・令和6年度の調査結果は、概ね過去の値の変動範囲内であった。

地点⑤：生活ご
み搬入道路沿道
の調査地点

23



（注）1）地点③は、平成30年11月に旧･地点③(河川水調査地点付近)から地点③-1及び地点③-2(モニタリングフィールド)に変更した。
2）地点⑤は、令和元年5月に紅葉川南側から北側へ移動した。
3）地点⑥は、調査地点及びその周辺の工事により、令和2年5月～令和3年5月の調査を一時中止し、令和3年8月調査から

調査地点を紅葉川右岸に移動して再開した。

腐植成分中の放射能濃度（Cs-134,Cs-137）

特定廃棄物
埋立処分施設

1
2

4

5
6

7
8

調査地点

参考資料1 p.53,54

モニタリング
フィールド

調査地点旧③

③-1
③-2

変更

③-1,③-2

旧③

調査地点

紅葉川
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地点④ 地点⑤ 地点⑥ 地点⑦ 地点⑧

※ND

腐植成分中の放射能濃度（Cs-134,Cs-137） 参考資料1 p.55,56

（注）1）地点③は、平成30年11月に旧･地点③(河川水調査地点付近)から地点③-1及び地点③-2(モニタリングフィールド)に変更した。
2）地点⑤は、令和元年5月に紅葉川南側から北側へ移動した。
3）地点⑥は、調査地点及びその周辺の工事により、令和2年5月～令和3年5月の調査を一時中止し、

令和3年8月調査から調査地点を紅葉川右岸に移動して再開した。

腐植成分中の放射能濃度

廃棄物受入後

調査結果 • 令和6年度の調査結果は、過去の値の変動範囲内であった。
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腐植成分中の放射能濃度（Cs-134,Cs-137） 参考資料1 p.55

調査結果（調査時期別①）

腐植成分中の放射能濃度（乾燥試料）（5月･6月） 腐植成分中の放射能濃度（乾燥試料）（8月・9月）

（注）※：地点⑥は、調査地点及びその周辺の工事により、令和2年5月～令和3年5月の調査を一時中止し、
令和3年8月調査から調査地点を紅葉川右岸に移動して再開した。

・調査時期別では、横ばい若しくは減小傾向で推移している。
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腐植成分中の放射能濃度（Cs-134,Cs-137）

（注）地点⑥は、調査地点及びその周辺の工事により、令和2年5月～令和3年5月の調査を一時中止し、令和3年8月調査から調
査地点を紅葉川右岸に移動して再開した。

腐植成分中の放射能濃度（乾燥試料）（11月・12月） 腐植成分中の放射能濃度（乾燥試料）（2月）

調査結果（調査時期別②）
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参考資料1 p.56
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特定廃棄物
埋立処分施設

1
2

4

5
6

7
8

調査地点

モニタリング
フィールド3

旧③

紅葉川

（注）1）地点③の調査場所は、令和元年5月に旧･地点③(河川水調査地点付近)から前･地点③(モニタリングフィールド)に変
更し、令和5年度からはモニタリングフィールド南側展望スペースに変更した。

2）地点⑥は、調査地点及びその周辺の工事により、令和2年5月～令和3年5月の調査を一時中止し、
令和3年8月調査からヨモギの調査地点を紅葉川右岸に移動して再開した。

調査地点

調査地点
旧③

前③

変更

③

植物(ヨモギ,ススキ)中の放射能濃度（Cs-134,Cs-137）
参考資料1 p.57～59
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植物（ヨモギ）中の放射能濃度（Cs-134,Cs-137） 参考資料1 p.60

（注）1）地点③の調査場所は、令和元年5月に旧･地点③(河川水調査地点付近)から前･地点③(モニタリングフィールド)に変更し、令和５年度
からはモニタリングフィールド南側展望スペースに変更した。

2）地点⑥は、調査地点及びその周辺の工事により、令和2年5月～令和3年5月の調査を一時中止し、
令和3年8月調査から調査地点を紅葉川右岸に移動して再開した。

植物(ヨモギ)中の放射能濃度

廃棄物受入後

調査結果 • 令和6年度の調査結果は、概ね過去の変動範囲内であった。
• 前･地点③は、ヨモギの生育状況が悪く、試料採取できなかった。
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植物（ヨモギ）中の放射能濃度（Cs-134,Cs-137） 参考資料1 p.60

調査結果（調査時期別）

植物（ヨモギ）の放射能濃度（5月･6月） 植物（ヨモギ）の放射能濃度（8月・9月）

・令和６年度の調査結果は、概ね過去の変動範囲内であった。

（注）1）地点③の調査場所は、令和元年5月に旧･地点③(河川水調査地点付近)から前･地点③(モニタリングフィールド)に変更し、令
和５年度からはモニタリングフィールド南側展望スペースに変更した。

2）地点⑥は、調査地点及びその周辺の工事により、令和2年5月～令和3年5月の調査を一時中止し、
令和3年8月調査から調査地点を紅葉川右岸に移動して再開した。

３）前・地点③は、令和６年５、８月調査において、ヨモギの生育状況が悪く、十分な試料採取ができなかったため欠測とした。
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植物（ススキ）中の放射能濃度（Cs-134,Cs-137）

（注）1）地点③の調査場所は、令和元年11月に旧･地点③(河川水調査地点付近)から前･地点③(モニタリングフィールド)に変更し、令和５年度
からはモニタリングフィールド南側展望スペースに変更した。

2）地点④は、試料採取量を確保するため、平成30年11月に国道6号側道北側から南側に地点を移動したが、調査地点の工事により、令
和3年2月には一時的に国道6号側道北側(平成30年2月と同じ地点)に移動した。令和3年11月には再び国道6号側道南側に移動した。

3）地点⑥は、調査地点及びその周辺の工事により、令和2年11月及び令和3年2月の調査を中止した。

植物(ススキ)中の放射能濃度

廃棄物受入後

調査結果 ・令和6年度の調査結果は、概ね過去の変動範囲内であった。

参考資料1 p.60
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地点③ 地点④

地点⑤ 地点⑥

地点⑦ 地点⑧

ND

（注）1）地点③の調査場所は、令和元年11月に旧･地点③(河川水調査地点付近)から前･地点③(モニタリングフィールド)に変更し、令和５年度から
はモニタリングフィールド南側展望スペースに変更した。

2）地点④は、試料採取量を確保するため、平成30年11月に国道6号側道北側から南側に地点を移動したが、調査地点の工事により、令和3年
2月には一時的に国道6号側道北側(平成30年2月と同じ地点)に移動した。令和3年11月には再び国道6号側道南側に移動した。

3）地点⑥は、調査地点及びその周辺の工事により、令和2年11月及び令和3年2月の調査を中止した。

植物（ススキ）中の放射能濃度（Cs-134,Cs-137）

調査結果（調査時期別）

植物（ススキ）の放射能濃度（11月） 植物（ススキ）の放射能濃度（2月）

・令和6年度の調査結果は、概ね過去の変動範囲内であった。

参考資料1 p.60
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埋立地内部・既設井戸(埋立地外)の孔内温度

撮影日：令和6年9月25日

参考資料1 p.28,33

調査地点

4 下流(北側)

5 下流(南側)

1 上流(北側)2 上流(中央)

3 上流(南側)

埋立地外の既設井戸①

埋立地外の既設井戸②

埋立地外の既設井戸③

・埋立地内部の温度が著しく高温となって
いないことを確認するため、埋立地内の
竪管内の温度を、地表より鉛直方向1ｍ
間隔で測定。令和６年度は、２回（９月,
１月）調査を実施。

・比較対照として、埋立地外の既設井戸の
孔内温度も併せて測定。

34

埋立地内部・既設井戸(埋立地外)の孔内温度

調査結果 ・埋立地内部（竪管内）の温度は、上流(中央)を除き、地表面と概ね同じ温度で
あった。上流（中央）では、ＧＬ-10ｍ以深で20℃付近に収束。

・埋立地外周の既設井戸の孔内温度は、GL-5ｍ以深で15℃付近に収束。

-25m

-20m

-15m

-10m

-5m

0m
10℃ 15℃ 20℃ 25℃ 30℃ 35℃

測
定

深
度

温度

調査結果（令和6年9月25日調査）

上流(北側)

上流(中央)

上流(南側)

下流(北側)

下流(南側)

井戸①

井戸②

井戸③

GL-

-25m

-20m

-15m

-10m

-5m

0m
5℃ 10℃ 15℃ 20℃ 25℃ 30℃ 35℃

測
定

深
度

温度

調査結果（令和7年1月15日調査）

上流(北側)

上流(中央)

上流(南側)

下流(北側)

下流(南側)

井戸①

井戸②

井戸③

GL-

参考資料1 p.31,32
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地下水中の放射能濃度（連続測定）

業務棟

測定装置

ユニットハウス

地下水採取地点

参考資料1 p.61,62

浸出水処理施設

浸出水
調整槽

堤体

調査地点

浸出水
調整槽

浸出水
調整槽

ユニット
ハウス
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地下水中の放射能濃度（連続測定） 参考資料1 p.63

※検出値は、検出器（NaI）が周辺環境からのγ線を検出しているもので、地下水中の放射性セシウムの
存在を示すものではない。

調査結果 ・測定開始以降、一定の値で推移しており、地下水中へ放射性セシウ
ムが移行していないことを示している。Ge半導体検出器でも地下水
中の放射性セシウムを測定しており、これまで全てNDである。

計
数

率
（

ｓ
-
1
）
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廃棄物受入後

平成29年度 平成30年度 平成31/令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
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大気中の放射能濃度（連続測定）

業務棟

業務棟の測定装置

埋立地北側
（ユニットハウス外観）

参考資料1 p.64,65

浸出水処理施設

調査地点 ※令和4年4月11日以降、移設に伴う一時撤去のた
め測定を中断したが、令和5年9月26日以降、測
定を再開した。

埋立地北側
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大気中の放射能濃度（連続測定） 参考資料1 p.65,66

・天然のラドンなどを検出しており、冬と夏の風向きの変化により、
夏季に濃度が高く冬季に低くなる季節的な変動を示している。

調査結果

※ 埋立地北側測定の令和4年4月11日～令和5年9月25日の期間は、測定機の移設のため測定を一時中断した。
業務棟測定の令和４年7月８日～28日の期間は、集じんポンプ停止のため欠測した。

全
α

（
B

q
/
m

3
）

1.000

1.000

0.100

0.010

全
β

（
B

q
/
m

3
）

0.100

埋立地北側測定の欠測

廃棄物受入後

業務棟測定の欠測

平成29年度 平成30年度 平成31/令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

埋立地北側測定の欠測

業務棟測定の欠測

業務棟

埋立地北側
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全
β（

Bq
/ 

 
）

y = 1.8279x + 0.0636
r = 0.8286

y = 1.841x + 0.0537
r = 0.9081

0.10

0.12

0.14

0.16

0.18

0.20

0.22

0.01 0.02 0.03 0.04 0.05 0.06 0.07 0.08 0.09

全
β（

Bq
/  

）

全α（Bq/ ）

大気中の放射能濃度（連続測定）

調査結果（全α放射能及び全β放射能の相関）

◆測定期間
平成29年8月

～令和7年3月

◆データ個数
業務棟 ： 341個
埋立地北側 ： 112個

・全βと全αが連動して検出されており、天然のラドン及び
ラドン崩壊生成物などの影響と考えられる。

※埋立地北側のダストモニタは、令和
4年4月11日以降、移設に伴う一時
撤去のため測定を中断したが、令和
5年9月26日以降、測定を再開した。

※枠を付したプロットは
令和６年４月～令和7年3
月のデータ

業務棟
埋立地北側

参考資料1 p.65,66関連

40

（ 余 白 ）
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空間線量率（連続測定）

正門付近測定装置

西門付近測定装置

正門付近での表示

西門付近

調査地点

正門付近

参考資料1 p.67,68

浸出水処理施設
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空間線量率（連続測定） 参考資料1 p.69

・測定開始以降、減少傾向を示している。
調査結果

空
間

線
量

率
（

μ
S

v
/
h

）

0.00
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0.80

廃棄物受入後

平成29年度 平成30年度 平成31/令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

正門付近

西門付近
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【参考】植物(ヨモギ)中の放射能濃度（Cs-134,Cs-137）

＜令和7年3月開催の環境安全委員会の要望＞
環境モニタリング調査地点は、埋立処分施

設の放流先河川付近の場所であり、ヨモギの
放射能濃度に高い値が見られる。近隣の他の
河川沿いも同様の傾向なのか、富岡川や井出
川で調査を行い、比較して欲しい。

調査地点環境安全委員会での要望に基づき、環境
モニタリング調査地点及び近隣河川（富岡
川、井出川）付近のヨモギ及び生育表土の
放射能濃度を調査。

調査地点
環境モニタリング調査地点（地点①、地

点④、地点⑧）に加え、富岡川及び井出川
沿いの各3地点（上流、中間、下流）を選
定。
調査内容
５月と８月の２回、ヨモギ及び生育表土

を採取し、ゲルマニウム半導体検出器によ
る放射性セシウム濃度分析を実施。 44

地点⑧地点④地点①
地
点 紅葉川左岸の土堤放流水路右岸側の休耕農地

（六反田川左岸側）
放流水路右岸側の休耕農地

空間線量率：0.19μSv/h
ヨモギ草丈：5株平均59cm(52cm～65cm)

空間線量率：0.20μSv/h
ヨモギ草丈：5株平均100cm(80cm～109cm)

空間線量率：0.25μSv/h
ヨモギ草丈：5株平均76cm(65cm～96cm)

５
月
採
取

空間線量率：0.19μSv/h
ヨモギ草丈：5株平均142cm(100cm～171cm)

空間線量率：0.22μSv/h
ヨモギ草丈：5株平均176cm(116cm～220cm)

空間線量率：0.23μSv/h
ヨモギ草丈：5株平均142cm(100cm～190cm)

８
月
採
取

【参考】植物(ヨモギ)中の放射能濃度（Cs-134,Cs-137）

環境モニタリング調査地点

調査地点

45

試料採取（令和７年５月20,21日、８月19日,20日,22日）の状況



下流中間上流地
点

富岡川右岸の河川敷地内富岡川右岸の河川敷地内富岡川右岸の土堤

空間線量率：0.08μSv/h
ヨモギ草丈：5株平均44cm(35cm～51cm)

空間線量率：0.41μSv/h
ヨモギ草丈：5株平均40cm(26cm～55cm)

空間線量率：0.51μSv/h
ヨモギ草丈：5株平均61cm(56cm～65cm)

５
月
採
取

空間線量率：0.08μSv/h
ヨモギ草丈：5株平均80cm(67cm～108cm)

空間線量率：0.42μSv/h
ヨモギ草丈：4株平均42cm(34cm～51cm)

空間線量率：0.53μSv/h
ヨモギ草丈：5株平均149cm(104cm～162cm)

８
月
採
取

【参考】植物(ヨモギ)中の放射能濃度（Cs-134,Cs-137）

富岡川

調査地点
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試料採取（令和７年５月20,21日、８月20日）の状況

下流中間上流
地
点 井出川右岸の土堤井出川右岸の道路沿い退避スペース井出川右岸の河川敷地内

（砂利敷きの管理用地）

空間線量率：0.08μSv/h
ヨモギ草丈：5株平均50cm(37cm～69cm）

空間線量率：0.21μSv/h
ヨモギ草丈：3株平均53cm(41cm～59cm)

空間線量率：0.12μSv/h
ヨモギ草丈：5株平均58cm(40cm～72cm)

５
月
採
取

空間線量率：0.08μSv/h
ヨモギ草丈：5株平均63cm(43cm～68cm）

空間線量率：0.21μSv/h
ヨモギ草丈：3株平均96cm(77cm～130cm)

空間線量率：0.12μSv/h
ヨモギ草丈：5株平均104cm(95cm～116cm)

８
月
採
取

【参考】植物(ヨモギ)中の放射能濃度（Cs-134,Cs-137）

井出川

調査地点

47

試料採取（令和７年５月21日、８月19日）の状況
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ヨモギ放射能濃度（５月調査） ヨモギ放射能濃度（８月調査）

空間線量率（５月調査） 空間線量率（８月調査）

ND

調査結果

【参考】植物(ヨモギ)中の放射能濃度（Cs-134,Cs-137）

・ヨモギの放射能濃度は、富岡川下流を除き、いずれの地点も同程度
（概ね100Bq/kg,生以下）であった。

■ヨモギの放射能濃度（Bq/kg,生）
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生育表土放射能濃度（５月調査） 生育表土放射能濃度（８月調査）

空間線量率（５月調査） 空間線量率（８月調査）

ND

調査結果

【参考】植物(ヨモギ)中の放射能濃度（Cs-134,Cs-137）

・生育表土の放射能濃度は、50～10,000Bq/kg,乾であった。

49

■生育表土の放射能濃度（Bq/kg,乾）

※富岡川下流の採取場所は、事故後に排水路整備など土地改変が行われおり、同地点の生育表土は客土の可能性がある。

※



調査結果

【参考】植物(ヨモギ)中の放射能濃度（Cs-134,Cs-137）

空間
線量率

生育表土ヨモギ

調査地点
乾燥
(dry)

有姿
(wet)

乾燥有姿

μSv/hBq/kg,乾Bq/kg,生Bq/kg,乾Bq/kg,生

0.251,5701,12082.111.9地点①

0.2067346054.89.05地点④

0.191,8901,59075.313.1地点⑧

0.519,5707,45037873.8上流
富岡
川 0.414,8804,16050.710.3中間

0.0850.042.35.051.09下流

0.121,03077037.57.20上流
井出
川 0.215,0603,61036970.5中間

0.0812811240.19.35下流

・ヨモギの放射能濃度は、生育表土の放射能濃度の影響が見られた。

■分析結果（５月）
生育表土とヨモギの放射能濃度の相関
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■分析結果（８月）

空間
線量率

生育表土ヨモギ

調査地点
乾燥
(dry)

有姿
(wet)

乾燥有姿

μSv/hBq/kg,乾Bq/kg,生Bq/kg,乾Bq/kg,生

0.231,5701,12011125.0地点①

0.2253940368.217.8地点④

0.192,2501,87063.814.3地点⑧

0.539,7307,57031082.8上流
富岡
川 0.425,6604,66077.015.4中間

0.0863.653.46.531.86下流

0.1256845218543.9上流
井出
川 0.213,2202,650426104中間

0.0811294.412933.2下流

R  = 0.3778

R  = 0.4322
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ｒ=0.6574

ｒ=0.6147

（ 余 白 ）
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セメント固型化処理施設の
環境モニタリング調査結果

（令和６年４月～令和７年５月）

52

セメント固型化処理施設のモニタリング場所

1

2

3

41
2

3 4

：写真撮影方向（9/26撮影）    

凡例

環境モニタリング調査の場所
セメント固型化処理施設は令和５年10月末まで運営。
令和５年11月以降、解体・撤去工事を開始。

53（令和6年2月撮影）



セメント固型化処理施設の空間線量率

固型化処理棟

保管棟1

管理棟2
（事務所）

搬出ヤード
受入ヤード

搬出入路

構内道路

既設構内道路
管理棟1

（運転・入退管理）

既設水路
既設県道

モニタリングポスト(4地点)
運営期間の約1ヶ月前より測定開始

凡例

モニタリングポスト(2地点)
運営開始の約5ヶ月前より測定開始

No.1
No.2

No.3

No.4

No.5

No.6

モニタリングポスト（2地点）
運営開始の約5ヶ月前より測定開始

モニタリングポスト（4地点）
運営開始の約1週間前より測定開始測定地点（6地点）

測定地点
固型化処理施設の周囲

※上記６か所の測定地点では、モニタリングポストによる測定を行っていたが、 No.1と
No.6については令和７年３月12日以降、No.2～No.5では令和６年７月17日以降、現場稼
働日の定時（AM10:00頃）に1回、NaIシンチレーション式サーベイメータを用いて測定
した。 54

セメント固型化処理施設の空間線量率

0.00

測定結果
固型化処理施設周囲の空間線量率（No.1､2）
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※令和６年７月17日以降は、NaIシンチレーション式サーベイメータの測定値（現場稼働日に１回測定）を示す。
55

※令和７年３月12日以降は、NaIシンチレーション式サーベイメータの測定値（現場稼働日に１回測定）を示す。
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令和6年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 令和７年１月 ２月 ３月 ４月 ５月

６月３日まで測定

６月３日まで測定



セメント固型化処理施設の空間線量率

0.00

0.00

測定結果
固型化処理施設周囲の空間線量率（No.3､4）
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※令和６年７月17日以降は、NaIシンチレーション式サーベイメータの測定値（現場稼働日に１回測定）を示す。

※令和６年７月17日以降は、NaIシンチレーション式サーベイメータの測定値（現場稼働日に１回測定）を示す。
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令和6年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 令和７年１月 ２月 ３月 ４月 ５月

令和6年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 令和７年１月 ２月 ３月 ４月 ５月

６月３日まで測定

６月３日まで測定

セメント固型化処理施設の空間線量率

0.00

0.00

測定結果
固型化処理施設周囲の空間線量率（No.5､6）
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※令和６年７月17日以降は、NaIシンチレーション式サーベイメータの測定値（現場稼働日に１回測定）を示す。

57
※令和７年３月12日以降は、NaIシンチレーション式サーベイメータの測定値（現場稼働日に１回測定）を示す。
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６月３日まで測定

６月３日まで測定
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セメント固型化処理施設の空間線量率

測定地点

保管棟3

保管棟2
管理棟3
（事務所）

受入搬出
ヤード

構内道路

No.9

No.8

No.7

凡例

モニタリングポスト(1地点)
運営期間の約1週間前より測定

モニタリングポスト(2地点)
運営開始の約4ヶ月前より測定開始モニタリングポスト(2地点)

運営開始の約4ヶ月前より測定開始

モニタリングポスト(1地点)
運営開始の約1週間前より測定開始測定地点（3地点）

第二保管施設の周囲

※上記３か所の測定地点では、モニタリングポスト等で測定を行っていたが、第二保管施設の解体・撤去工
事の完了に伴い、測定は終了した。（令和７年１月９日まで測定。）

58

セメント固型化処理施設の空間線量率

測定結果
第二保管施設周囲の空間線量率（No.7､8）
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※令和６年６月３日以降は、NaIシンチレーション式サーベイメータの測定値（現場稼働日に１回測定）を示す。

※令和６年11月26日以降は、NaIシンチレーション式サーベイメータの測定値（現場稼働日に１回測定）を示す。

1月９日まで測定

1月９日まで測定

令和6年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 令和７年１月 ２月

令和6年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 令和７年１月 ２月 59
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測定結果

セメント固型化処理施設の空間線量率

第二保管施設周囲の空間線量率（No.9）

No.9

※令和６年11月26日以降は、NaIシンチレーション式サーベイメータの測定値（現場稼働日に１回測定）を示す。

1月９日まで測定

令和6年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 令和７年１月 ２月

60

（ 余 白 ）
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セメント固型化処理施設の空間線量率

測定地点

破砕・改質処理、第四保管施設の周囲

測定地点（2地点）

No.10

No.11

保管施設3

搬出ヤード

受入ヤード
保管施設2

保管施設1

管理棟4

既設県道

※上記２か所の測定地点では、令和６年１月９日までモニタリングポストによる測定を行っていたが、こ
れ以降は、現場稼働日の定時（AM10:00頃）に1回、NaIシンチレーション式サーベイメータを用いて測定
している。
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破砕・改質処理、第四保管施設周囲の空間線量率（No.10､11）
測定結果

参考資料1 p.65セメント固型化処理施設の空間線量率
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63令和6年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 令和７年１月 ２月 ３月 ４月 ５月

５月22日まで測定

令和6年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 令和７年１月 ２月 ３月 ４月 ５月

５月22日まで測定



セメント固型化処理施設の空間線量率

測定地点

第三保管施設の周囲
測定地点（4地点）

※上記４か所の測定地点では、令和６年11月１日から測定を開始。現場稼働日の定時（AM10:00頃）に1回、
NaIシンチレーション式サーベイメータを用いて測定している。

64

第三保管施設周囲の空間線量率（No.1､2）
測定結果

参考資料1 p.65セメント固型化処理施設の空間線量率
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11月１日から測定

11月１日から測定

65令和6年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 令和７年１月 ２月 ３月 ４月 ５月

４月10日まで測定

令和6年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 令和７年１月 ２月 ３月 ４月 ５月

４月10日まで測定



第三保管施設周囲の空間線量率（No.3､4）
測定結果

参考資料1 p.65セメント固型化処理施設の空間線量率
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令和6年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 令和７年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 66

４月10日まで測定

４月10日まで測定

令和6年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 令和７年１月 ２月 ３月 ４月 ５月

（ 余 白 ）
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セメント固型化処理施設の大気(大気浮遊じん)中放射能濃度(Cs-134,Cs-137)

全てND
（Ｒ6/4月～6月,

8月,10月,11月,

Ｒ7/1月～5月測定）

全てND
（Ｒ6/7月,9月,12月測定）

測定地点（月1回測定時に風下の地点）

単位：mBq/m3

N D：2.5mBq/m3未満

全てND
（Ｒ6/4月～8月,

12月測定） 全てND
（Ｒ6/9月～11月測定）

（固型化処理施設、第二保管施設のそれぞれ測定当日の風下にて測定）

※令和6年４月～令和7年５月までの14回測定結果を示す。

※令和6年４月～12月までの9回測定結果を示す。

68

セメント固型化処理施設の大気(大気浮遊じん)中放射能濃度(Cs-134,Cs-137)

全てND
（Ｒ6/4月～6月,

8月,10月,11月,

Ｒ7/1月～5月測定）

測定地点（月1回測定時に風下の地点）

単位：mBq/m3

N D：2.5mBq/m3未満 （破砕・改質処理、第四保管施設の測定当日の風下にて測定）

全てND
（Ｒ6/7月,9月,12月測定）

※令和6年４月～令和7年5月までの14回測定結果を示す。

第三保管施設
※令和6年11月～令和7年5月
までの7回測定結果を示す。

ND
（Ｒ6/12月,

Ｒ7/4月,5月測定）

全てND
（Ｒ6/11月,

Ｒ7/1月～3月測定）
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セメント固型化処理施設の地下水中放射能濃度(Cs-134,Cs-137)

※令和6年４月～12月までの9回測定結果を示す。

全てND

全てND

全てND

全てND

月1回測定
単位：Bq/L
N D：検出下限値(0.32～0.93Bq/L)未満

(W-1～W-5)

※令和6年４月～令和7年5月までの14回測定結果を示す。
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セメント固型化処理施設の地下水中放射能濃度(Cs-134,Cs-137)

全てND

月1回測定
単位：Bq/L
N D：検出下限値(0.32～0.93Bq/L)未満(W-1～W-5)

※令和6年４月～令和7年5月までの14回測定結果を示す。
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